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様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 広島文教大学 
設置者名 学校法人武田学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

教育学部 

教育学科 

初等教育専攻 
－ 

14 

－ 156 170 13 － 

教育学科 

中等教育専攻 
－ － 81 95 13 － 

人間科学部 

初等教育学科 － 

－ 

63 77 13 － 

人間福祉学科 － 35 49 13 － 

心理学科 － 18 32 13 － 

人間栄養学科 
－ 

48 62 13 － 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮ

ﾝ学科 

－ 
46 60 13 － 

（備考）教育学部は、平成 31 年 4 月 1 日新規開設であり、人間科学部初等教育学科は、平成 31

年度（令和元年）学生募集停止とした。 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
ホームページの教育情報の公表に項目を設置する。また、学内教務・学生システム「UNIVERSAL 

PASSPORT」のお気に入りタイトルに添付し、学生に閲覧しやすくする。（公表：https://www.h-

bunkyo.ac.jp/university/about/airing/） 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 特になし 
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様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 広島文教大学 
設置者名 学校法人武田学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
ホームページの「教育情報の公表」の中で公表する。 

https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/wp-

content/themes/bunkyo/assets/img/about/disclose/ymeibo2019.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 個人病院 院長 

4年 

平成 28 年 4 月

1日～令和 2年

3月 31日 

経営全般 

非常勤 株式会社 社長 

4年 

平成 28 年 4 月

1日～令和 2年

3月 31日 

経営全般 

非常勤 医療法人 理事長 

4年 

平成 28 年 4 月

1日～令和 2年

3月 31日 

経営全般 

非常勤 株式会社 代表取締役 

4年 

平成 28 年 4 月

1日～令和 2年

3月 31日 

経営全般 

非常勤 株式会社 代表取締役 

4年 

平成 28 年 6 月

1日～令和 2年

5月 31日 

経営全般 

（備考） 
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様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名（学部等名） 広島文教大学 

設置者名 学校法人武田学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や基

準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表しているこ

と。 
（授業計画の作成・公表に係る取組の概要） 

 シラバスの作成にあっては、シラバスのガイドラインを示し、参考事例を添付し全教員

に依頼している。また、作成後には、本学教務委員会委員によりシラバスの確認を行なっ

ている。ガイドラインの主な内容は、次のとおりである。 

（１）シラバスの定義 

（２）シラバスの役割 

（３）シラバスの作成様式 

（４）成績評価方法の記入について 

（５）シラバス作成に当たっての留意事項 

授業計画の公表方法 

ホームページから閲覧できるよう公表 

http://unipa.h-

bunkyo.ac.jp/up/faces/up/co/Com02401A.jsp 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、学

修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定しているこ

と。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 本学では、学修成果の評価に関する方針（アセスメント・ポリシー）を定めている。具

体的には、次のとおりである。 

（１）卒業研究の評価 

  卒業研究の評価は、学部共通の卒業研究ルーブリックによって評価する。評価結果の

妥当性については、大学及び学科として評価結果を集計し検証する。また、学生個人と

しては卒業研究ルーブリック及び指導教員との面談により確認する。 

（２）総括テスト・レポート等による評価 

  各期末に総括テスト、レポート等による評価を行う。レポートについてはコモン・ル

ーブリックを必要に応じて活用する。また、科目の内容に共通性があるものについては

科目群として、コモン・ルーブリックを科目の資質に対応させた科目群ルーブリックと

して活用する。 
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３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとともに、

成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

本学では、GPA制度取扱要項を制定し、学生生活ハンドブックに記載し、学生へ周知を

図っている。また、教育情報の公表としてホームページにも公表している。GPAは、S（4.0）、

A（3.0）、B（2.0）、C（1.0）、D（0）と数値化し、修得単位に乗じ合計したものを総履修

登録単位数で除したものである。 

 また、GPA値による成績の分布表を毎学年後期成績が確定した段階で学生に公表し、学

生自身が学部・学年での成績の位置を把握できるようにする。 

 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

ホームページで公表 https://www.h-

bunkyo.ac.jp/university/wp-

content/themes/bunkyo/assets/img/about/airing/2-09-07_

広島文教大学 GPA 制度取扱要項__(H31.4.1 改正).pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施している

こと。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

本学では、卒業認定の方針（ディプロマ・ポリシー）を定めている。建学の精神及び学

園訓に基づき、謙虚で優雅な人間性と思いやりの心を持ち、正しい判断力とたくましい実

践力を身に付けた人材を目的とし、「育心育人」という教育理念の具現化を通して、「自立

した人材」の育成を目的としている。その目的を達成するために、次の能力を修得及び育

成し、社会に有用な人材を育成する。 

（１）状況を見極め適切に判断し、計画を具体的な行動に移す能力（実践力） 

（２）自らを律し、社会でたくましく生き抜こうとする姿勢（自律性） 

（３）リテラシーに基づくコミュニケーション力 

（４）専門的な知識・技能の活用力 

（５）豊かな人間性（育心育人） 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

ホームページで公表 https://www.h-

bunkyo.ac.jp/university/wpcontent/themes/bunkyo/assets/

img/about/airing/policy.pdf 
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様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 広島文教大学 

設置者名 学校法人武田学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/about/disclose/finance/ 

収支計算書又は損益計算書 https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/about/disclose/finance/ 

財産目録 https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/about/disclose/finance/ 

事業報告書 https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/about/disclose/finance/ 

監事による監査報告（書） https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/about/disclose/finance/ 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：ホームページで公表 https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/wp-

content/themes/bunkyo/assets/img/about/disclose/jikoten-2018.pdf 

 

 

（２）認証評価の結果 
公表方法：ホームページで公表 https://www.h-

bunkyo.ac.jp/university/about/disclose/establishment/ 
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（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 教育学部（教育学科） 

教育研究上の目的（公表方法：ホームページで公表  

https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/wp-

content/themes/bunkyo/assets/img/about/airing/policy.pdf）              

（概要） 

 建学の精神及び学園訓に基づき、謙虚で優雅な人間性と思いやりの心を持ち、正しい判

断力とたくましい実践力を身に付けた人材を目的とし、「育心育人」という教育理念の具

現化を通して、「自立した人材」の育成を目的としている。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：ホームページで公表 

https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/wp-

content/themes/bunkyo/assets/img/about/airing/policy.pdf）                      

（概要） 

（１）状況を見極め適切に判断し、計画を具体的な行動に移す能力（実践力） 

（２）自らを律し、社会でたくましく生き抜こうとする姿勢（自立性） 

（３）リテラシーに基づくコミュニケーション力 

（４）専門的な知識・技能の活用力 

（５）豊かな人間性（育心育人） 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：ホームページで公表 https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/wp- 

content/themes/bunkyo /assets/img/about/airing/policy.pdf）              

（概要） 

（１）教養教育では、現実の問題を多面的に考える力や社会で必要となる基礎的なス

キルとともに、たくましく生きる力を身に付けることを目的として初年次教育及

びキャリア形成教育を行なう。 

（２）語学教育では、英語学修専用施設（Bunkyo English Communication Center）を

活用した少人数教育によるアクティブ・ラーニングを通して外国語の活用力の育

成を図る。 

（３）専門教育では、教育学の体系性に基づいて、科目を適切な学年・期に配置し、そ

の関連性をカリキュラムマップによって示す。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：ホームページで公表 https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/wp- 

content/themes/bunkyo /assets/img/about/airing/policy.pdf） 

（概要） 

（１）入学前教育に対して持続的に取り組むことができる。 

（２）高等学校までの学習内容のうち、国語総合を通じてコミュニケーション力及び

リテラシーの基礎的な力を身に付ける。 

（３）自立するために必要な、教育学に関する専門的知識・技能を修得しようとする

意欲がある。 

（４）広島文教大学の教育理念を理解し、心の在り方を問い続けようとする意欲があ

る。 
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学部等名 人間科学部（初等教育学科、人間福祉学科、心理学科、人間栄養学科、 

           グローバルコミュニケーション学科） 

教育研究上の目的（公表方法：ホームページで公表  

https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/wp- content/themes/bunkyo 

/assets/img/about/airing/policy.pdf）                        

（概要） 

 建学の精神及び学園訓に基づき、謙虚で優雅な人間性と思いやりの心を持ち、正しい判

断力とたくましい実践力を身に付けた人材を目的とし、「育心育人」という教育理念の具

現化を通して、「自立した人材」の育成を目的としている。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：ホームページで公表 

https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/wp- content/themes/bunkyo 

/assets/img/about/airing/policy.pdf）                      

（概要） 

（１）状況を見極め適切に判断し、計画を具体的な行動に移す能力（実践力） 

（２）自らを律し、社会でたくましく生き抜こうとする姿勢（自立性） 

（３）リテラシーに基づくコミュニケーション力 

（４）専門的な知識・技能の活用力 

（５）豊かな人間性（育心育人） 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：ホームページで公表 

https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/wp- content/themes/bunkyo 

/assets/img/about/airing/policy.pdf） 

（概要） 

（１）教養教育では、現実の問題を多面的に考える力や社会で必要となる基礎的なス

キルとともに、たくましく生きる力を身に付けることをお目的として初年次教育

及びキャリア形成教育を行なう。 

（２）語学教育では、英語学修専用施設（Bunkyo English Communication Center）を

活用した少人数教育によるアクティブ・ラーニングを通して外国語の活用力の育

成を図る。 

（３）専門教育では、教育学の体系性に基づいて、科目を適切な学年・期に配置し、そ

の関連性をカリキュラムマップによって示す。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：ホームページで公表 

https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/wp- content/themes/bunkyo 

/assets/img/about/airing/policy.pdf） 

（概要） 

（１）入学前教育に対して持続的に取り組むことができる。 

（２）高等学校までの学習内容のうち、国語総合を通じてコミュニケーション力及び

リテラシーの基礎的な力を身に付ける。 

（３）自立するために必要な、社会福祉学に関する専門的知識・技能を修得しようと

する意欲がある。 

（４）広島文教大学の教育理念を理解し、心の在り方を問い続けようとする意欲があ

る。 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：ホームページで公表 

https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/about/airing/organization/ 
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③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等名 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 3人 － 3人 

教育学部 － 12人 9人 3人 0人 2人 26人 

人間科学部 － 18人 10人 22人 3人 9人 62人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0人 84人 84人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：ホームページで公表 

https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/about/teacher/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

組織的な FD活動は次の５点に集約される。 

（１）公開授業（２）FD・SD研修会（３）学生による授業アンケート結果を受けての授業改善（４）「広

島文教女子大学紀要」「広島文教女子大学高等教育センター紀要」の刊行（５）学修行動調査 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

教育学部 150人 168人 112.0％ 600人 168人 28.0％ 0人 0人 

人間科学部 240人 268人 111.7％ 1,480人 1,105人 74.7％  35人 3人 

合計 390人 436人 111.8％ 2,080人 1,273人 61.2％ 35人 3人 

（備考）教育学部は、平成 31 年 4 月 1 日新規開設。人間科学部内の初等教育学科は、平成 31 年度学生

募集停止。 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

人間科学部 
285人 

（100％） 

2人 

（  0.7％） 

255人 

（  89.5％） 

28人 

（  9.8％） 

合計 
285人 

（100％） 

2人 

（  0.7％） 

255人 

（ 89.5 ％） 

28人 

（  9.8％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考）このデータは、平成 31年 3月卒業者の実績である。 
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c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

人間科学部 
299人 

（100％） 

278人 

（  93.0％） 

5人 

（  1.7％） 

16人 

（  5.4％） 

0人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

278人 

（  93.0％） 

5人 

（  1.7％） 

16人 

（  5.4％） 

0人 

（  ％） 

（備考）このデータは、平成 27年度入学生を対象としたものである。 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

 本学教育課程は、教養教育科目、専門教育科目及び資格科目となっている。授業科目、教育

の方法及び内容並びに年間の授業計画については、「広島文教大学教育課程等に関する規程」

で定めている。 

 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

 本学の学業成績の基準及び卒業要件等については、「広島文教大学授業科目履修規程」によ

り定めている。成績評価は、60点以上を合格とし、「秀」「優」「良」「可」と評価し、「S」

「A」「B」「C」と表示する。卒業の基準については、教養教育科目及び専門教育科目におい

て、所属する学部等で指定する単位を修得しなければならない。また、2 年次から 3年次への

進級には、「広島文教大学における進級に関する規程」に定めている単位数を修得しているこ

とが必要である。 

 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

教育学部 教育学科 128単位 有 24単位 

人間科学部 

初等教育学科 124単位 有 24単位 

人間福祉学科 124単位 有 24単位 

心理学科 124単位 有 24単位 

人間栄養学科 124単位 有 24単位 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学

科 
124単位 有 24単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 

公表方法：ホームページで公表 

https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/wp-

content/themes/bunkyo/assets/img/about/airing/2-09-

07_広島文教大学 GPA 制度取扱要項__(H31.4.1 改

正).pdf 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 
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⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：ホームページで公表 

https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/about/campusmap/ 

 

 

⑧授業料、入学料その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

教育学部 教育学科 760,000円 270,000 円 324,700円  

人間科学部 

人間福祉

学科 760,000円 270,000 円 324,700円  

心理学科 760,000円 270,000 円 324,700円  

人間栄養

学科 760,000円 270,000 円 374,700円  

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐ

ｭﾆｹｰｼｮﾝ学

科 760,000円 270,000 円 324,700円  

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

 学生の修学支援として、学習支援室を設置している。学習支援室では、職員１名が配置さ

れ、学生が学習を進めていく上での疑問を解決に導く手伝いをしている。設備面でもグルー

プ学習に利用できるラーニング・コモンズや一人で集中して勉強できる個別学習専用施設

（ILS）を設置し、多用な学習に対応できるように支援をしている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

 学生の進路選択に係る支援として、「個別相談の随時受付」「3・4 年生全員面談」「OG 座

談会」など個別支援に重点を置いた支援を実施している。また、４年生が後輩に残す「就職

試験報告書」は、先輩から後輩への支援として重要な役割を果たしている。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

 本学では、学生相談室を設置し、心身の健康をはじめ、大学生活全般にかかわる悩みに対

して解決を支援している。学生相談室には相談員（臨床心理士）が２名体制で対応してい

る。事前予約となっているが、個人の秘密は固く守られるため、安心して相談することがで

きる。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：ホームページで公表 

https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/about/airing/ 

 

 


